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1 はじめに 1

1 はじめに

袋井市は温暖な気候に恵まれた静岡県下有数の農業生産地であり、”農
を活かしたまちづくり”を推進している。消費者の嗜好の多様化に伴う農
作物の売り上げ・収益率低下、海外農産物の輸入増加による国産商品の競
争力劣化、就農者の減少などの予想される課題を未然に解決し、成長につ
なげるためには (1)食品加工や成長の高い海外マーケットの開拓など販売
チャネルの多様化・強化、(2)需要変化、自然災害などによる収量変動へ
の動的な対応 (3)データに基づく栽培の効率化 (4)安全性・高品質を売価
に反映させるサプライチェーンなどの ICTを利用した施策が有効とされ
ている。しかし、個々の農家や農業法人毎にばらばらに情報システムや物
流システムを構築することは、農家への経済的負担や技術に関する負担が
大きくなる上に、効果も限定的である。逆に言えば、先に述べた施策を展
開したいと生産者は考えてはいるものの、それに伴う経済的な負担と、ど
の技術を採用することが適切かよくわからないため導入が進まないとも考
えられる。栽培ノウハウなど農家・農業法人がお互いに競い合う部分は残
しながら、受発注システム、物流システム、トレーサビリティシステムな
どを地域で共通化することにより、たとえばコマースシステムでは地産品
の品揃えや提供可能数量を増やすことが可能となり、物流共用によるコス
トの削減も実現できる。既存農家がさらに発展するためにも、新規参入を
促進するためにも、地域の産品とそれに関わる情報を集めて共有し、地域
として競争力を持たせる情報インフラが有効である。
ところで袋井市は東海地震の地震防災対策強化地域に含まれ、台風など

の自然災害も少なくない。東日本大震災以降、多くの報告がされているよ
うに [5]、災害時に必要なモノを必要な人に適切なタイミングで提供する
ことは容易ではない。需要を正確・迅速に把握することに加え、大量に配
送される救援物資の所在・状態を把握し、問題ができるだけ最小化するよ
うに配送を計画し、必要に応じて支援を要請することも必要となる。[5]

の報告によれば、支援物資を送付する前に被災地の災害対策本部と救援物
資に関して事前に調整することも集積所作業を円滑に実施するためには重
要である。
こうした背景から、袋井市では、農産物・防災備蓄品・支援物資などの

個別アプリケーションに共通して必要となる機能および、個別アプリケー
ションとの連携を行うための機能を共通情報基盤としてまとめて構築し、
モノの所在や状態をバーコードやRFIDなどを利用し、この共通情報基盤
を通じて情報システムに取り入れることで、物資管理・運送の効率化・複
合化、アプリケーション開発の容易化を計っている。共通情報基盤は扱う
物資毎に構築される物資管理アプリケーション（販売システム、倉庫管理
システム、物品管理システムなど）および製造者などから提供される商
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品情報などモノの所在・状態に関わらないデータ（マスターデータ）と連
携して動作する。モノの所在・状態を管理するシステムには、端末の指示
に従って入庫・集積・ピッキング（指示のあったモノを倉庫から集める作
業）・出庫などを行う操作者と、需給調整、配送指示を行うシステム管理
者、そして物資を検索・発注する利用者、そして共通情報基盤を維持・開
発する共通情報基盤管理者が存在する。情報システムと作業者との関係を
図 1に示す。

図 1:モノの所在・状態を管理する情報システムと関係者

　本情報システムでは物資に唯一無二な個体識別子 (ID) がバーコードや
電子タグなどを用いて付与されることを根本的な前提としている。この前
提は、JANコードなどですでに普及している国際標準規格GS1キー [4]と
呼ばれる ID 体系に商品毎のシリアル番号を付与することで実現できる。
同じ物資でもそれぞれにシリアル番号を付与して管理することで、農産
物であれば栽培した農園や温室毎の品質管理、防災備品であれば賞味期
限管理などが実現できる。GS1キーはモノの ID(SGTIN:Serialized Global

Trade Item Number),容器の ID(SSCC:Serial Shipment Container Code)、場
所の ID(SGLN: Serialized Global Location Number)など用途に応じて使い
分けることができ、相互に重複することはない。GS1に加盟することで
組織を国際的に唯一に特定するマネージャー番号と呼ばれる番号が与えら
れ、それに自ら定めた商品番号、シリアル場号を組み合わせることで、個
体識別子番号の範囲（番号空間）を所有できる。すべての製造者がシリア
ル番号を付与した ID を製造段階で付与すれば、新たに ID を付与する必
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要はないが、現実には、一般消費財でシリアル番号が付与されている例は
少ない。そこで袋井市は、458247648をマネージャー番号とした番号空間
を所有し、IDが製造段階で付与されていない物品に関しては、管理番号
として、この番号空間から払い出した IDを付与する。IDをバーコードや
RFIDに記録する際のフォーマットや、情報空間での表記方法も国際標準
で定められており、国際標準に準拠した機器で簡単に読み出すことができ
る (図 2).

(01)04582476480013(21)1

URN:epc:id:sg�n:458247648.0001.1

(01)04582476480013(21)1

図 2:個体識別子 (ID)の様々な表現方法

多くの商取引では、業界毎に定められるコードを用いて受発注を実施
することが多い。たとえば農産物・水産物では経済産業省が整備した生
鮮標準商品コードなどがこれにあたる。生鮮標準コードは青果について
は青果標準商品コード、水産品については水産標準商品コード、食肉につ
いては食肉標準商品コードが定められており、”だいこん（1/2本）S”は
4922301000205というように商品のカテゴリに対して番号が付与されてい
る。前述した個体識別子と組み合わせることで、同じ商品カテゴリとして
販売しても生産者によって IDを変えられるため、消費者やバイヤーが購
入前に栽培法や使用農薬履歴を調べたり、生産者に感想やコメントを直接
送ることができる。防災物資管理であれば、同じ保存水であっても賞味期
限に応じて防災訓練などで使うなどの運用が容易になる。こうした業界毎
に定められるコードを本仕様書では stock keeping unit(SKU)、コードに対
応した名前を sku nameと呼び、図 1における物資管理アプリケーション
で用いる。製造社が商品カテゴリごとにシリアル番号も含めて製造段階で
付与する場合を除き、共通情報基盤内ではアプリケーションに依存しない
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個体識別子とアプリケーションに応じた skuの変換機能が必要となる。
本仕様書は静岡県袋井市で運用している、モノの所在と状態を管理する

情報プラットフォーム（共通情報基盤、物資管理アプリケーション、マス
ターデータベース）のシステム構成とインターフェイスについて定める。
まず 1.1節で仕様公開の目的を紹介した後に、1.2節で、インターフェイ
スおよび機能配置についてまとめる。詳細な仕様は 3章以降で説明する。

1.1 仕様公開の目的

本仕様および API仕様公開の目的は、袋井市システムにおけるモノの
所在と状態を管理する情報プラットフォームの基本的な考え方とインター
フェイスを具体的な形で他自治体や民間企業に紹介することによって、現
在多くの自治体では独立に行われている物資管理の基本要素を共通化する
ことにある。ここでいう共通化とは必ずしも同じソフトウェア商品を使う
ことではなく、それぞれの事情に適合したソフトウェアを開発・購入しな
がらも、後付で連携が取れるように番号の付与方法、共通情報基盤へのイ
ベント投入、問い合わせのインターフェイス（API)など共通化すること
にある 1。

1.2 機能とインターフェイス定義

情報システム全体の機能とインターフェイス定義を図 3に示す。図中白
抜きとなっている四角枠が機能要素であり、角のない枠が実装物である。
APIは国際標準（太線）と独自仕様を区別して示している。

1API仕様が公開ということは APIがすべて自由に使えるということではない。共通情
報基盤は実サービスに用いているため、実際にデータ投入やデータ問い合わせを行うため
には端末認証が必要となる。また物資管理アプリケーションは必要に応じて開発企業から
ライセンスを取得し、保守契約を締結する必要がある。
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EPCIS Repository

EPCIS capture interface

EPCIS query interface

Object Naming Service

Masterdata interface 

Adapta!on interface

ID

GENSPEC, Tag Data Standard

Core Business Vocabularies

IBM WebSphere 

Commerce

(

Convi-base

(

FosstrackEPCIS.rb

Boxscan

/RFID)

ISO/IEC 15693, SO/IEC 18000-6, NFC

GS1-128, ITF14

XML, CSV

GIS

図 3:情報システムにおける機能とインターフェイス定義点
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2 EPCの表記法

ふくろい eねっとにて用いる EPCの表記法を、袋井市のマネージャ番
号である 458247648を例に説明する。以下の各節で説明する表記法は、そ
れぞれ次に示す場で用いられる。

• EPC pure identity URI : EPCISなどの情報システム内で EPCを表
現する際に用いる。

• EPC tag encodeed binary :EPCをRFタグのメモリに書き込む際に
用いる。

• GS1-128によるバーコード表記 : EPCに含まれる情報をバーコード
で表す際に用いる。

詳細は EPCglobal及びGS1が発行している仕様書 [3]を参照されたい。

2.1 SGTIN (SGTIN-96)

SGTIN（Serialized Global Trade Item Number）は、GS1 keyの一つであ
る GTINにシリアル番号を付加した番号である。マネージャ番号（Com-

pany prefix）、個々のマネージャが採番する商品種類を識別する番号（Item

reference）及び同じ種類の商品の中から個品を識別するシリアル番号（Se-

rial number）から構成される。このうち、Company prefixと Item reference

の桁数は、合わせて 10進数で 13桁でなくてはならない（袋井市のマネー
ジャ番号の場合、Company prefixが 9桁なので Item referenceは 4桁）。尚、
Item referenceの最上位の桁は GTINの集合梱包インジケータに対応する
ため、自由に採番することは出来ない（0=個品、1=集合梱包）。

2.1.1 EPC pure identity URI

SGTINの pure identity URIは以下のように構成される。

urn:epc:id:sgtin:<Company prefix>.<Item reference>.<Serial number>

Company prefix、Item reference、Serial numberは全て 10進数で表す。Item

referenceの桁数が規定の桁数に満たない場合は、足りない桁数分を 0で
パディングする。Serial numberはパディングしない。
例として、Company prefixが袋井市の 458247648、Item referenceが 1、

Serial numberが 1の個品用の SGTINの pure identity URIは以下のように
なる。

urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1
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表 1: SGTIN-96 tag encoded binary概略

Header (8bit) Filter (3bit) Partition (3bit) Company prefix Item reference Serial number (38bit)

表 2: SGTIN filter value
種別 Filter values

All others 000

Point of sale (POS) trade item 001

Full case for transport 010

Inner pack trade item grouping for handling 100

Unit load 110

2.1.2 EPC tag encoded binary

SGTINの tag encoded binaryは表 1のように構成される。Headerは 0x30

（00110000）で固定である。Filter valueは表2から選択する。Partition value

は、マネージャ番号が 9桁の場合は 011である。Company prefixと Item

referenceの bit数はマネージャ番号の桁数に関わらず合計して 44bitでな
くてはならず、この桁数によってそれぞれに割り当てる bit数が変化する。
マネージャ番号が 9桁の場合、Company prefixは 30bit、Item referenceは
14bitである。マネージャ番号の桁数が変わる場合のPartition valueの値と
Company prefix・Item referenceの bit数については EPCglobalの Tag Data

Standard（TDS）を参照されたい。Serial numberの bit数はマネージャ番
号の桁数に関わらず 38bitである。尚、Company prefix・Item reference・
Serial numberは全て符号無しの整数であり、右端を最下位の bitとして右
に寄せて記述する。
例として、Filter valueが All othersの 000、Company prefixが袋井市の

458247648、Item referenceが 1、Serial numberが 1の個品用の SGTINの
tag encoded binaryは 16進数で表すと以下のようになる。

30 0D B5 04 DE 00 00 40 00 00 00 01

2.1.3 GS1-128によるバーコード表記

SGTINをGS1-128の形式で表す場合は、GTINとシリアル部分を分け、
GTINを表す AI（Application identifier）である 01とシリアル番号を表す
AI である 21を用いて以下のように表現する。

(01)<GTIN>(21)<Serial number>
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Serial number部分は、SGTINの Serial numberを 10進数でそのまま当て
れば良い。GTINは、Company prefixと Item referenceから以下のように
構成される。

<集合梱包インジケータ><Company prefix><インジケータを除くItem reference><Check digit>

これらの構成要素は全て 10進数で表される。集合梱包インジケータは一
桁の値で、上記の通り 0または 1の値を取る。Company prefix部分には
マネージャ番号をそのまま当てる。それに続けて、インジケータを除いた
残り部分の Item referenceを繋げる。Item referenceの桁数が規定の桁数に
満たない場合は、足りない桁数分を 0でパディングする。最後に一桁の
Check digitを付加し、これにより（AI を除き）合計 14桁の番号となる。
Check digitの計算方法は以下の通りである。

1. 上記 GTINの構成要素（AI を含まない）のうち Check digitを除い
た 13桁に、右から順に 1桁目から 13桁目までの番号を付ける。

2. 奇数桁目の数を合計し、3倍する。

3. 偶数桁目の数を合計する。（3倍しない）

4. 上記 2,3のステップで求めた数を足し合わせる。

5. 上記 4で求めた数と等しいまたはそれよりも大きい 10の倍数を求
め（例えば 124に対して 130）、この数から 4で求めた数を引く（先
の例であれば結果は 6）。この結果が Check digitになる。

例として、Company prefixが袋井市の 458247648、Item referenceが 1、
Serial numberが 1の個品用のSGTINをGS1-128の形式で表すと以下のよ
うになる。

(01)04582476480013(21)1

2.2 SSCC (SSCC-96)

SSCC（Serialized Shipping Container Code）はGS1 keyの一つで、梱包
単位に付与する番号である。マネージャ番号（Company prefix）と、各マ
ネージャが採番する個々の梱包を識別するための番号（Seriai reference及
びExtension digit）から構成される。Company prefixとSerial referenceは、
合わせて 10進数で 16桁でなくてはならない（袋井市のマネージャ番号
の場合、Company prefixが 9桁なので Serial referenceは 7桁）。Extension

digitは 1桁の 10進数で、0～9までの任意の値を当てることができる。
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表 3: SSCC-96 tag encoded binary概略

Header (8bit) Filter (3bit) Partition (3bit) Company prefix Extension+ Serial Unallocated (24bit)

表 4: SSCC filter value
種別 Filter values

All others 000

2.2.1 EPC pure identity URI

SSCCの pure identity URIは以下のように構成される。

urn:epc:id:sscc:<Company prefix>.<Extension digit><Serial reference>

Company prefix、Extension digit、Serial referenceは全て 10進数で表す。
Serial referenceの桁数が規定の桁数に満たない場合は、足りない桁数分を
0でパディングする。
例として、Company prefixが袋井市の 458247648、Extension digitが 0、

Serial referenceが 1の SSCCの pure identity URIは以下のようになる。

urn:epc:id:sscc:458247648.00000001

2.2.2 EPC tag encoded binary

SSCCの tag encoded binaryは表 3のように構成される。Headerは 0x31

（00110001）で固定である。Filter valueは表4から選択する。Partition value

は、マネージャ番号が 9桁の場合は 011である。Company prefixとExten-

sion digit+ Serial referenceの bit数はマネージャ番号の桁数に関わらず合
計して 58bitでなくてはならず、この桁数によってそれぞれに割り当てる
bit数が変化する。マネージャ番号が 9桁の場合、Company prefixは 30bit、
Extension digit+ Serial referenceは 28bitである。マネージャ番号の桁数が
変わる場合のPartition valueの値とCompany prefix・Extension digit+ Serial

referenceの bit数については EPCglobalの Tag Data Standard（TDS）を参
照されたい。Extension digit+ Serial referenceの部分には、Serial reference

の左端に Extension digitを加えた数を収める（Extension digit=1で Serial

reference=0000001の場合は 10000001）。尚、Company prefix及び Exten-

sion digit+ Serial referenceは共に符号無しの整数であり、右端を最下位の
bitとして右に寄せて記述する。Unallocatedの 24bitは全て 0で埋める。
例として、Filter valueが All othersの 000、Company prefixが袋井市

の 458247648、Extension digitが 0、Serial referenceが 1の SSCCの tag

encoded binaryは 16進数で表すと以下のようになる。
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31 0D B5 04 DE 00 00 00 01 00 00 00

2.2.3 GS1-128によるバーコード表記

SSCCをGS1-128の形式で表す場合は、SSCCを表す AI である 00を用
いて以下のように表記する。SSCCは元々GS1 keyの一つであるから、複
数の AI に情報を分ける必要は無い。但し、GS1 keyの記法に従って値の
順序を以下のようにする必要がある。

(00)<Extension digit><Company prefix><Serial reference><Check digit>

これらの構成要素は全て 10進数で表される。Extension digitは一桁の値
で、上記の通り 0～9までの任意の値を取る。Company prefix及び Serial

referenceの部分には、それぞれの番号をそのまま当てる。Serial reference

の桁数が規定の桁数に満たない場合は、足りない桁数分を 0でパディング
する。最後に一桁のCheck digitを付加し、これにより（AI を除き）合計
18桁の番号となる。Check digitの計算方法は以下の通りである。

1. 上記 SSCCの構成要素（AI を含まない）のうち Check digitを除い
た 17桁に、右から順に 1桁目から 17桁目までの番号を付ける。

2. 奇数桁目の数を合計し、3倍する。

3. 偶数桁目の数を合計する。（3倍しない）

4. 上記 2,3のステップで求めた数を足し合わせる。

5. 上記 4で求めた数と等しいまたはそれよりも大きい 10の倍数を求
め（例えば 124に対して 130）、この数から 4で求めた数を引く（先
の例であれば結果は 6）。この結果が Check digitになる。

例として、Company prefixが袋井市の 458247648、Extension digitが 0、
Serial referenceが1のSSCCをGS1-128の形式で表すと以下のようになる。

(00)045824764800000013

2.3 GRAI (GRAI-96)

GRAI（Global Returnable Asset Identifier）はGS1 keyの一つで、パレッ
トなど返却可能な資産に付与する番号である。マネージャ番号（Company

prefix）、個々のマネージャが採番する資産の種類を識別する番号（Asset

type）及び同じ種類の商品の中から個品を識別するシリアル番号（Serial

number）から構成される。Company prefixとAsset typeは、合わせて 10進
数で 12桁でなくてはならない（袋井市のマネージャ番号の場合、Company

prefixが 9桁なので Asset typeは 3桁）。
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表 5: GRAI-96 tag encoded binary概略

Header (8bit) Filter (3bit) Partition (3bit) Company prefix Asset type Serial number (38bit)

表 6: GRAI filter value
種別 Filter values

All others 000

2.3.1 EPC pure identity URI

GRAIの pure identity URIは以下のように構成される。

urn:epc:id:grai:<Company prefix>.<Asset type>.<Serial number>

Company prefix、Asset type、Serial numberは全て 10進数で表す。Asset

typeの桁数が規定の桁数に満たない場合は、足りない桁数分を 0でパディ
ングする。Serial numberはパディングしない。
例として、Company prefixが袋井市の458247648、Asset typeが1、Serial

numberが 1のGRAIの pure identity URIは以下のようになる。

urn:epc:id:grai:458247648.001.1

2.3.2 EPC tag encoded binary

GRAIの tag encoded binaryは表 5のように構成される。Headerは 0x33

（00110011）で固定である。Filter valueは表6から選択する。Partition value

は、マネージャ番号が 9桁の場合は 011である。Company prefixと Asset

typeの bit数はマネージャ番号の桁数に関わらず合計して 44bitでなくては
ならず、この桁数によってそれぞれに割り当てる bit数が変化する。マネー
ジャ番号が 9桁の場合、Company prefixは 30bit、Asset typeは 14bitであ
る。マネージャ番号の桁数が変わる場合の Partition valueの値とCompany

prefix・Asset typeのbit数についてはEPCglobalのTag Data Standard（TDS）
を参照されたい。Serial numberの bit数はマネージャ番号の桁数に関わら
ず 38bitである。尚、Company prefix・Asset type・Serial numberは全て符
号無しの整数であり、右端を最下位の bitとして右に寄せて記述する。
例として、Company prefixが袋井市の458247648、Asset typeが1、Serial

numberが 1のGRAIの tag encoded binaryは 16進数で表すと以下のよう
になる。

33 0D B5 04 DE 00 00 40 00 00 00 01
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2.3.3 GS1-128によるバーコード表記

GRAIをGS1-128の形式で表す場合は、GRAIを表すAI である 8003を
用いて以下のように表記する。GRAIは元々GS1 keyの一つであるから、
複数の AI に情報を分ける必要は無い。但し、GS1 keyの記法に従って値
の順序を以下のようにする必要がある。

(8003)0<Company prefix><Asset type><Check digit><Serial number>

AI（8003）に続いて、固定的に 0を付加する。以降の構成要素は全て 10

進数で表される。Company prefix及び Asset typeの部分には、それぞれの
番号をそのまま当てる。Asset typeの桁数が規定の桁数に満たない場合は、
足りない桁数分を 0でパディングする。これに続けて、一桁のCheck digit

を付加する。Check digitの計算方法は以下の通りである。

1. 上記 SSCCの構成要素（AI を含まない）のうち Company prefix及
び Asset typeの 12桁に、右から順に 1桁目から 12桁目までの番号
を付ける。

2. 奇数桁目の数を合計し、3倍する。

3. 偶数桁目の数を合計する。（3倍しない）

4. 上記 2,3のステップで求めた数を足し合わせる。

5. 上記 4で求めた数と等しいまたはそれよりも大きい 10の倍数を求
め（例えば 124に対して 130）、この数から 4で求めた数を引く（先
の例であれば結果は 6）。この結果が Check digitになる。

ここまでで、先頭の 0から数えて合計 14桁の番号となる。これに加え、最
後に Serial numberを付加する。pure identity URIと同様に、Serial number

はパディングしないで付加する。
例として、Company prefixが袋井市の458247648、Asset typeが1、Serial

numberが 1のGRAIをGS1-128の形式で表すと以下のようになる。

(8003)045824764800131

2.4 SGLN (SGLN-195)

SGTIN（Global Location Number with or without extension）は、GS1 key

の一つである GLNに Extensionを付加した番号である。マネージャ番号
（Company prefix）、個々のマネージャが採番する場所を識別する番号（Lo-

cation reference）及びExtensionから構成される。このうち、Company prefix
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表 7: SGLNの pure identity URIで置換の必要がある特殊文字
文字 pure identity URIで表す時の表現

” %22

% %25

& %26

/ %2F

< %3C

> %3E

? %3F

と Location referenceの桁数は、合わせて 10進数で 12桁でなくてはなら
ない（袋井市のマネージャ番号の場合、Company prefixが 9桁なので Lo-

cation referenceは 3桁）。SGLN-195を用いる場合、Extensionには最長
20文字の英数字及び数種類の記号からなる文字列を当てることができる。
ここで用いることのできる文字の種類については EPCglobalの Tag Data

Standard（TDS）を参照されたい。Extensionを用いない場合は、この値を
“0” とする。

2.4.1 EPC pure identity URI

SGLNの pure identity URIは以下のように構成される。

urn:epc:id:sgln:<Company prefix>.<Location reference>.<Extension>

Company prefix、Location referenceはそれぞれ 10進数で表す。Location

referenceの桁数が規定の桁数に満たない場合は、足りない桁数分を 0で
パディングする。Extensionには上記の通り文字列を当てることができる。
Extensionの文字列は、20文字に満たない場合でもパディングしない。Ex-

tensionの文字列に表 7に記載された文字が含まれる場合は、対応する置
換表現によって表す（この%から始まる三文字の置換表現はまとめて一文
字と数える）。
例として、Company prefixが袋井市の 458247648、Location referenceが

1、Extensionが “hoge”のSGLNの pure identity URIは以下のようになる。

urn:epc:id:sgln:458247648.001.hoge

2.4.2 EPC tag encoded binary

省略する。
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2.4.3 GS1-128によるバーコード表記

SGLNをGS1-128の形式で表す場合は、GLNと Extension部分を分け、
GLNを表す AI である 414とGLNの Extensionを表す AI である 254を用
いて以下のように表現する。

(414)<GLN>(254)<Extension>

Extension部分は、SGLNの Extensionの文字列をそのまま当てれば良い。
GLN は、Company prefixと Location referenceから以下のように構成さ
れる。

<Company prefix><Location reference><Check digit>

これらの構成要素は全て10進数で表される。Company prefix及びLocation

referenceの部分には、マネージャ番号をそのまま当てる。Location reference

の桁数が規定の桁数に満たない場合は、足りない桁数分を 0でパディング
する。最後に一桁のCheck digitを付加し、これにより（AI を除き）合計
13桁の番号となる。Check digitの計算方法は以下の通りである。

1. 上記GLNの構成要素（AI を含まない）のうちCheck digitを除いた
12桁に、右から順に 1桁目から 12桁目までの番号を付ける。

2. 奇数桁目の数を合計し、3倍する。

3. 偶数桁目の数を合計する。（3倍しない）

4. 上記 2,3のステップで求めた数を足し合わせる。

5. 上記 4で求めた数と等しいまたはそれよりも大きい 10の倍数を求
め（例えば 124に対して 130）、この数から 4で求めた数を引く（先
の例であれば結果は 6）。この結果が Check digitになる。

例として、Company prefixが袋井市の 458247648、Location referenceが
1、Extensionが “hoge”の SGLNをGS1-128の形式で表すと以下のように
なる。

(414)4582476480013(254)hoge



3 EPCIS 15

3 EPCIS

本プロジェクトでは共通情報基盤におけるモノの所在・状態に関するイ
ベントを国際標準規格 EPCIS [1]を用いて保持する。本プロジェクトで運
用しているEPCISの capture/query interfaceは以下の通りである。また、試
験用に EPCISに記録されているイベントを閲覧/消去できるwebインター
フェイスを提供する。

3.1 EPCIS Adapter

3.1.1 EPCIS Query Adapter

本件では、指定された bizTransaciton値に紐付くAggregationEvent(ActionType=ADD)

の parentIDに関連する Eventを検索する機能と、同一の EPC Pure Identity

URIが再利用されることを想定し、指定した EPCに紐づいた Eventを検
索する際に、その EPCが初めて ADD された日時を調べ、その日時以降
の Eventを 返り値とする機能を Adapterにて提供する。この挙動の概略
を示すシーケンス図を図 4に示す。

3.1.2 EPCIS Capture Adapter

本件では、childEPCsを持たない AggregationEventに対して事前に記録
された AggregationEventから childEPCsの情報を引いて補完する機能と、
eventType、epcList、parentID、childEPCs、bizStep、disposition、readPoint、
bizLocationが同値の Eventが EPCIS内にある際に二重登録とみなしイベ
ントを記録させない機能をAdapterにて提供する。イベントを記述する語
彙に関しては [2]に詳細仕様が定めてある。この挙動の概略を示すシーケ
ンス図を図 5に示す。この挙動におけるエラーの値の分類は表 8にて示す。

表 8: Capture Interfaceからのレスポンス

状態 Status Code Content-Type Message Body

正常終了 200 text/plain; charset=utf-8 OK

二重登録の検知 400 text/plain; charset=utf-8 Duplicate

その他のエラー 400 text/plain; charset=utf-8 OtherError
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図 4: QueryAdapterのシーケンス
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図 5: CaptureAdapterのシーケンス
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3.2 EPCIS Capture Interface

3.2.1 Capture Interfaceを用いたデータ投入

以下のフローにおいてCapture interfaceを通じてEPCISにイベントを登
録する。

• 平時

1. 生産者：商品登録

2. 生産者：収納用梱包

3. 生産者：入庫

4. 生産者：棚移動（4a:出庫　 4b:入庫）

5. 生産者：出荷用梱包

6. 生産者：出荷

7. 集積場：入荷

8. 集積場：入庫

9. 集積場：棚移動（9a:出庫　 9b:入庫）

10. 集積場：出荷用梱包

11. 集積場：出荷

• 災時

1. 集積場：物資登録

2. 集積場：収納用梱包

3. 集積場：入庫

4. 集積場：棚移動（4a:出庫　 4b:入庫）

5. 集積場：出荷用梱包

6. 集積場：出荷

7. 避難所：入荷

平時には、これに加えて生産者～集積場間で利用するオリコンを貸出・回
収する時にも EPCISにイベントを登録する。
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3.2.2 各フローでキャプチャする EPCISEventの内容

• EPC（SGTIN, SGLN, SSCC, GRAI）の表記は2に記述するpure iden-

tityの表記法に従う。

• Business Stepは urn:epcglobal:cbv:bizstep:{hoge}に従う。

• Dispositionは urn:epcglobal:cbv:disp:{hoge}に従う。

• Business Locationは SGLNの表記法に従う。ReadPointはイベント
に含めない。

• eventTimeは event発生時の日時に従う。

• 注文番号（po）、荷物の問い合わせ番号（bol）の記法は以下に従う。
いずれも bizTransactionのフィールドに保持する。それぞれの biz-

TransactionTypeは urn:epcglobal:cbv:btt:po、urn:epcglobal:
cbv:btt:bolとなる。

– po（平時災時共通）： http://icttown.fukuroi-e.net/bt/
po/{hoge}

– bol（平時ヤマト）： http://jizen.kuronekoyamato.co.jp/
jizen/servlet/crjz.b.NQ0010?id={hoge}

– bol（災時）：http://icttown.fukuroi-e.net/bt/bol/{hoge}

表 9,10に、それぞれ平時、災時における EPCISEventの概略を示す。
それぞれのフローにてキャプチャするイベントの例を以下に列挙する。

リスト 1:平時フロー番号 1のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

</epcList>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:commissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:active</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SHIWAKE</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>
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表 9:各フローで captureするイベントの概略（平時）

No. 場所 フロー Event EPC/EPCClass
quan
tity action

Business
Step Disposition

Business
Location

Business
Transaction

List 備考

1 生産者 登録 Object EPCList{個品 EPC} ADD
commiss
ioning active

生産者仕分場
SGLN Ext: SKU

Quantity EPCClass{個品 EPC} N
commiss
ioning active

生産者仕分場
SGLN

2 生産者
収納用
梱包

Aggre
gation

ParentID{収納箱 EPC}
childEPCs{個品 EPC複数 } ADD packing in progress

生産者仕分場
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 EPC} N packing in progress
生産者仕分場

SGLN 任意

3 生産者 入庫 Object EPCList{個品 or収納箱 EPC}
OBSE
RVE storing in progress

生産者棚
SGLN

Quantity EPCClass{個品 or収納箱 EPC} N storing in progress
生産者棚

SGLN

4a 生産者
棚移動
出庫 Object EPCList{個品 or収納箱 EPC}

OBSE
RVE shipping in progress

元の棚
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 or収納箱 EPC} N shipping in progress
元の棚
SGLN 任意

4b 生産者
棚移動
入庫 Object EPCList{個品 or収納箱 EPC}

OBSE
RVE storing in progress

新しい棚
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 EPC} N storing in progress
新しい棚

SGLN 任意

5 生産者
出荷用
梱包

Aggre
gation

ParentID{個品 orオリコン EPC}
childEPCs{個品 EPC複数 } ADD packing in progress

生産者出荷場
SGLN po

個品単位
で発送す
る場合は
親子同じ

EPC
タグコピー

Quantity EPCClass{個品 EPC} N packing in progress
生産者出荷場

SGLN

梱包した
個品それ
ぞれに対
して発行

6 生産者 出荷 Object EPCList{個品 orオリコン EPC}
OBSE
RVE shipping in transit

生産者出荷場
SGLN

Quantity EPCClass{個品 orオリコン EPC} N shipping in transit
生産者出荷場

SGLN

7 集積場 入荷 Object EPCList{個品 orオリコン EPC}
OBSE
RVE accepting in progress

集積所受付
SGLN

Quantity EPCClass{個品 orオリコン EPC} N accepting in progress
集積場受付

SGLN

8 集積場 入庫 Object EPCList{個品 orオリコン EPC}
OBSE
RVE storing in progress

集積所棚
SGLN

Quantity EPCClass{個品 orオリコン EPC} N storing in progress
集積所棚

SGLN

9a 集積場
棚移動
出庫 Object EPCList{個品 orオリコン EPC}

OBSE
RVE shipping in progress

元の棚
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 orオリコン EPC} N shipping in progress
元の棚
SGLN 任意

9b 集積場
棚移動
入庫 Object EPCList{個品 orオリコン EPC}

OBSE
RVE storing in progress

新しい棚
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 orオリコン EPC} N storing in progress
新しい棚

SGLN 任意

10 集積場
出荷用
梱包

Aggre
gation

ParentID{個品 or出荷箱 EPC}
childEPCs{個品 EPC複数 } ADD packing in progress

集積場荷造場
SGLN po, bol

個品単位
で発送す
る場合は
親子同じ

EPC
タグコピー

Quantity EPCClass{個品 EPC} N packing in progress
集積場荷造場

SGLN

梱包した
個品それ
ぞれに対
して発行

11 集積場 出荷 Object EPCList{個品 or出荷単位 EPC}
OBSE
RVE shipping in transit

集積場出荷場
SGLN

Quantity EPCClass{個品 or出荷単位 EPC} N shipping in transit
集積場出荷場

SGLN

- 集積場
オリコ
ン貸出 Object EPCList{オリコン EPC} ADD

commiss
ioning active

生産者
SGLN

生産者 S
GLNは.0

- 集積場
オリコ
ン回収 Object EPCList{オリコン EPC}

DEL
ETE

decommi
ssioning inactive

集積場
SGLN

空になっ
たオリコ
ンを棚か
ら回収
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表 10:各フローで captureするイベントの概略（災時）

No. 場所 フロー Event EPC/EPCClass
quan
tity action

Business
Step Disposition

Business
Location

Business
Transaction

List 備考

1 集積場 登録 Object EPCList{個品 EPC} ADD
commiss
ioning active

集積場受付
SGLN

別途マス
タ DBに
EPCと C
IDの紐付
け情報を
送信

Ext: CID

Quantity EPCClass{個品 EPC} N
commiss
ioning active

集積場受付
SGLN

2 集積場
収納用
梱包

Aggre
gation

ParentID{収納箱 EPC}
childEPCs{個品 EPC複数 } ADD packing in progress

集積場受付
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 EPC} N packing in progress
集積所受付

SGLN 任意

3 集積場 入庫 Object EPCList{個品 or収納箱 EPC}
OBSE
RVE storing in progress

集積場棚
SGLN

Quantity EPCClass{個品 or収納箱 EPC} N storing in progress
集積場棚

SGLN

4a 集積場
棚移動
出庫 Object EPCList{個品 or収納箱 EPC}

OBSE
RVE shipping in progress

元の棚
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 or収納箱 EPC} N shipping in progress
元の棚
SGLN 任意

4b 集積場
棚移動
入庫 Object EPCList{個品 or収納箱 EPC}

OBSE
RVE storing in progress

新しい棚
SGLN 任意

Quantity EPCClass{個品 or収納箱 EPC} N storing in progress
新しい棚

SGLN 任意

5 集積場
出荷用
梱包

Aggre
gation

ParentID{出荷単位 EPC}
childEPCs{個品 EPC複数 } ADD packing in progress

集積場荷造場
SGLN po

個品単位
で発送す
る場合は
親子同じ

EPC
タグコピー

Quantity EPCClass{個品 EPC} N packing in progress
集積場荷造場

SGLN

梱包した
個品それ
ぞれに対
して発行

6 集積場 出荷 Object EPCList{出荷単位 EPC}
OBSE
RVE shipping in transit

集積場出荷場
SGLN bol

Quantity EPCClass{出荷単位 EPC} N shipping in transit
集積場出荷場

SGLN

7 避難所 入荷 Object EPCList{出荷箱 EPC}
OBSE
RVE accepting inactive

避難所受付
SGLN

Quantity EPCClass{出荷箱 EPC} N accepting inactive
避難所受付

SGLN
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<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:commissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:active</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SHIWAKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 2:平時フロー番号 2のイベント
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.2</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.3</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SHIWAKE</id>

</bizLocation>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SHIWAKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.2</epcClass>

<quantity>3</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SHIWAKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>
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<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.3</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SHIWAKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 3:平時フロー番号 3のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.TANA1</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 4:平時フロー番号 4aのイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>
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<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.TANA1</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 5:平時フロー番号 4bのイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.TANA2</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>
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リスト 6:平時フロー番号 5のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0002.1</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SYUKKA</id>

</bizLocation>

<bizTransactionList>

<bizTransaction type="urn:epcglobal:cbv:btt:po">http://

icttown.fukuroi-e.net/bt/po/1</bizTransaction>

</bizTransactionList>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0002.1</epcClass>

<quantity>3</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 7:平時フロー番号 6のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>
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<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_transit</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_transit</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 8:平時フロー番号 7のイベント
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:accepting</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:accepting</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>
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リスト 9:平時フロー番号 8のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 10:平時フロー番号 9aのイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>



3 EPCIS 28

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 11:平時フロー番号 9bのイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 12:平時フロー番号 10のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>
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<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.10000001</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0003.1</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

<bizTransactionList>

<bizTransaction type="urn:epcglobal:cbv:btt:po">http://

icttown.fukuroi-e.net/bt/po/1</bizTransaction>

<bizTransaction type="urn:epcglobal:cbv:btt:bol">http://jizen

.kuronekoyamato.co.jp/jizen/servlet/crjz.b.NQ0010?id

=123412341234</bizTransaction>

</bizTransactionList>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0003.1</epcClass>

<quantity>2</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 13:平時フロー番号 11のイベント
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.10000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>
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<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_transit</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.10000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_transit</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 14:平時オリコン貸出時のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:commissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:active</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.001.0</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 15:平時オリコン回収時のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

<action>DELETE</action>
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<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:decommissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:inactive</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.0</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 16:災時フロー番号 1のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

</epcList>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:commissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:active</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epcClass>

<quantity>10</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:commissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:active</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 17:災時フロー番号 2のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>
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<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 18:災時フロー番号 3のイベント
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>
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<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 19:災時フロー番号 4aのイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 20:災時フロー番号 4bのイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>



3 EPCIS 34

<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 21:災時フロー番号 5のイベント
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.30000001</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

<bizTransactionList>

<bizTransaction type="urn:epcglobal:cbv:btt:po">http://

icttown.fukuroi-e.net/bt/po/1</bizTransaction>

</bizTransactionList>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>



3 EPCIS 35

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epcClass>

<quantity>5</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

リスト 22:災時フロー番号 6のイベント
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.30000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_transit</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

<bizTransactionList>

<bizTransaction type="urn:epcglobal:cbv:btt:bol">http://

icttown.fukuroi-e.net/bt/bol/1</bizTransactionList>

</bizTransactionList>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.30000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:shipping</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_transit</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.SYUKKA</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>
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</epcis:EPCISDocument>

リスト 23:災時フロー番号 7のイベント

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?>
<epcis:EPCISDocument xmlns:epcis="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:xsi=

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance" creationDate="

2012-10-10T09:00:00.000+09:00" schemaVersion="1.0">

<EPCISBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.30000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:accepting</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:inactive</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.201.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2012-10-10T09:00:00.000+09:00</eventTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.30000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:accepting</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:inactive</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.201.UKETSUKE</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</EPCISBody>

</epcis:EPCISDocument>

3.3 EPCIS Query Interface

3.3.1 EPCISへのサブスクライブによるイベントの取得

EPCISに対してイベントのサブスクライブリクエストを送信することに
よって、リクエストにて指定した条件に合致するイベントがEPCIS repos-

itoryに登録された時にそのイベントの通知を受けることができる。サブ
スクライブリクエストには以下の情報が含まれる。

• subscriptionID：複数のサブスクライブリクエストを識別/弁別する
ための IDを指定する。

• dest：サブスクライバにEPCISが通知を送る時の送り先（サブスク
ライバ）を指定する。



3 EPCIS 37

• initialRecordTime：サブスクライバに対する初回の通知を送る際、
いつ以降のイベントを通知するのかを指定する。省略可能（省略し
た場合はサブスクライブリクエスト受理のタイミングとなる）。

• reportIfEmpty ：真偽値で指定する。trueの場合は通知に含まれる
条件に合致したイベントが無い場合にも空の通知をサブスクライバ
に送信する。falseの場合は通知に含まれる条件に合致したイベント
が無い場合は通知を送信しいない。

• params：このサブスクライブリクエストに対する通知に含まれる
イベントの検索条件を指定する。

• schedule, trigger：いずれか片方を指定する（両方指定した/どちら
も指定しなかった場合は例外が発生する）。scheduleを指定した場合
はその指定値に則ったタイミングで定期的にサブスクライバに対し
て通知が送信される。triggerを指定した場合には、通知に含まれる
条件に合致したイベントが登録された時に通知が送信される。

リスト 24に、subscriptionID= 03100310、dest= http://localhost:

8888、initialRecordTime= 2013-03-11T02:44:12.829+09:00、reportIfEmpty=false、
paramsなし、trigger指定のサブスクライブリクエストの例を示す。

リスト 24: EPCISに対するサブスクライブリクエスト例

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:Subscribe xmlns:ns2="http://www.unece.org/cefact/namespaces/

StandardBusinessDocumentHeader" xmlns:ns3="urn:epcglobal:epcis -

query:xsd:1" xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1"

xmlns:ns5="urn:epcglobal:epcis:xsd:1">

<queryName>SimpleEventQuery</queryName>

<params/>

<dest>http://localhost:8888</dest>

<controls>

<trigger>http://localhost:8888</trigger>

<initialRecordTime>2013-03-11T02:44:12.829+09:00</

initialRecordTime>

<reportIfEmpty>false</reportIfEmpty>

</controls>

<subscriptionID>03100310</subscriptionID>

</ns3:Subscribe>

</soap:Body>

</soap:Envelope>

サブスクライブリクエストに対応して EPCISからサブスクライバに送
られる通知の例をリスト 25に示す。

リスト 25: EPCISからサブスクライバに送られる通知例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
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<ns3:EPCISQueryDocument schemaVersion="1.0" creationDate="2013-03-01

T03:16:40.636+09:00" xmlns:ns2="http://www.unece.org/cefact/

namespaces/StandardBusinessDocumentHeader" xmlns:ns4="

urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns3="urn:epcglobal:epcis -

query:xsd:1" xmlns:ns5="urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1">

<EPCISBody>

<ns3:QueryResults>

<queryName>SimpleEventQuery</queryName>

<subscriptionID>45144514</subscriptionID>

<resultsBody>

<EventList>

<ObjectEvent>

<eventTime>2013-02-27T10:36:00.000+09:00</eventTime>

<recordTime>2013-03-01T03:16:39.158+09:00</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.20000001</epc>

</epcList>

<action>OBSERVE</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:commissioning</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:active</disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.102.0</id>

</bizLocation>

</ObjectEvent>

</EventList>

</resultsBody>

</ns3:QueryResults>

</EPCISBody>

</ns3:EPCISQueryDocument>

3.3.2 EPCISへのポーリングによるイベントの検索

以下は上記サブスクライブとは異なり、EPCIS repositoryに蓄積された
イベントを任意のタイミングで検索・取得するためのものである。

3.3.2.1 記録された全てのイベントを得るQuery EPCIS repositoryに記
録されている全てのイベントを取得する際（検索条件の無い Query）に
EPCIS query interfaceに送信する情報をリスト 26に示す。

リスト 26:記録された全イベントを取得するQuery

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:Poll xmlns:ns2="http://www.unece.org/cefact/namespaces/

StandardBusinessDocumentHeader" xmlns:ns3="urn:epcglobal:epcis -

query:xsd:1" xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns5="

urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1">

<queryName>SimpleEventQuery</queryName>

<params/>

</ns3:Poll>

</soap:Body>

</soap:Envelope>
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3.3.2.2 注文番号（po）をキーにして関連するイベントを検索するQuery
注文番号（bizTransactionのフィールドに type=urn:epcglobal:cbv:btt:

poとして記録）をキーにして関連するイベントを検索する際にEPCIS query

interfaceに送信する情報の例をリスト 27に示す。尚、通常のEPCIS query

interfaceに対して下記Queryを行った場合は、該当注文番号を bizTransac-

tionとして持つイベントしか検索結果に含まれないが、本システムでは上
述の EPCISアダプタの機能により、それらのイベントに含まれる EPCを
持つ他のイベントも検索結果に含まれる。

リスト 27:注文番号（po）をキーにしたQuery例

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:Poll xmlns:ns2="http://www.unece.org/cefact/namespaces/

StandardBusinessDocumentHeader" xmlns:ns3="urn:epcglobal:epcis -

query:xsd:1" xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns5="

urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1">

<queryName>SimpleEventQuery</queryName>

<params>

<param>

<name>EQ_bizTransaction_urn:epcglobal:cbv:btt:po</name>

<value xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance"

xsi:type="ns3:ArrayOfString">

<string>http://icttown.fukuroi-e.net/bt/po/1</string>

</value>

</param>

</params>

</ns3:Poll>

</soap:Body>

</soap:Envelope>
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4 EPCIS関連サブシステム

4.1 Fulfill helper

Fulfill helperは、EPCIS及び EPCと商品カテゴリを紐づけるマスター
データベースを参照し、入力された EPCに対応する商品カテゴリと個数
を返す。入力された EPCが個品に付与されているものの場合は、その個
品の商品カテゴリ及びその管理単位に含まれる実際の個数を返す。入力さ
れた EPCが梱包単位に付与されているものの場合は、その梱包に含まれ
ている全ての EPCについて商品カテゴリ及び個数を取得し、商品カテゴ
リ毎にその結果の総和を取って該当の梱包に入っている商品のカテゴリ/
個数として返す。
本システムは Fulfillment Databaseからの利用のみが想定されている事

から、それに対応する IPアドレスからのリクエストのみを受け付けるよ
うにアクセス制御を施す。（テスト用スタブ及び仮運用システムについて
はアクセス制御無しで開発/運用。）

4.1.1 呼び出しと入力

Fulfill helperに対応するリソースに対して HTTP POSTすることによっ
て本システムを呼び出す。HTTPリクエストの bodyにリスト 28に示すよ
うな XML を記述する事で、Fulfill helperに渡すパラメータを指定する。

リスト 28: Fulfill helperを呼び出す HTTPリクエストのMessage body例

<request>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.10000001</epc>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

</epcList>

</request>

request要素内に一個の epcList要素を持ち、その中には一個以上の epc
要素を記述する。問い合わせ対象の EPCをそれぞれの epc要素内に一つ
ずつ EPC pure identity URIの表記により記述する。

4.1.2 出力と HTTP ステータスコード

Fulfill helperの処理の結果は、上記のHTTPリクエストに対するレスポ
ンスとして返される。HTTPレスポンスの bodyにリスト 29に示すような
XML が記述される。
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リスト 29: Fulfill helperからの HTTPレスポンスのMessage body例

<response>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<status>OK</status>

<contentsList>

<contents>

<sku>101010</sku>

<quantity>1</quantity>

</contents>

</contentsList>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.10000001</epc>

<status>OK</status>

<contentsList>

<contents>

<sku>202020</sku>

<quantity>3</quantity>

</contents>

<contents>

<sku>303030</sku>

<quantity>1</quantity>

</contents>

<contents>

<sku>404040</sku>

<quantity>5</quantity>

</contents>

</contentsList>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:grai:458247648.001.1</epc>

<status>NotFound</status>

<contentsList />

</result>

</response>

response要素内に、リクエスト時に問い合わせた EPCの数だけ result
要素が作られる。各々の result要素は epc/status/contentsListの三要
素を持ち、それぞれ問い合わせに使われた EPC、問い合わせ結果の状態、
該当EPCに対応する商品カテゴリと個数のリストを保持する。status要
素の値とその値が表す状況は以下のいずれかである。

• OK：該当 EPCに対応する商品カテゴリ・個数の情報を得ることが
できた。

• NotFound：該当 EPCに対応する商品カテゴリ・個数の情報が見つ
からない。

contentsList要素の子要素であるcontents要素はsku要素とquantity
要素を持ち、それぞれ商品カテゴリ（==SKU）とそのカテゴリの商品の個数
を保持する。status要素の値がNotFoundの場合は、contentsList要素は
空要素となる。例えばリスト29のXML の内、EPCurn:epc:id:sscc:458247648.10000001
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に対しては、それに商品カテゴリ 202020/303030/404040の商品がそれぞ
れ 3個/1個/5個含まれていることが示されている。

HTTPリクエストに対するHTTPレスポンスそのもののステータスコー
ドは以下のいずれかである。

• 200 OK：リクエストが正常に受理された。

• 400 Bad Request：リクエストの書式が不正である。

• 405 Method Not Allowed：POST以外の HTTPメソッドでアクセス
された。

• 500 Internal Server Error：内部エラー。（内部コンフィグが不正）

• 503 Service Temporary Unavailable：Fulfill helperが未起動。

4.2 AggregationTracker

AggregationTrackerは、イベントを元に各個のEPCについて最新の状態
（包含関係・数量）を保持し、それらの照会に対応する。EPCについて最
新の包含関係の情報を得るためには EPCIS上で該当 EPCが初期化された
EPCISイベント（初出・commissioningなど）以降全てのイベントを辿る
必要があるが、AggregationTrackerは関連イベントのサブスクライブによ
り受信したイベントを元に EPCの状態を逐一更新して保持する事で照会
の際のオーバーヘッドを低減する。

AggregationTrackerに対する照会インタフェースは EPCIS query control

interfaceに準じた設計とする。照会リクエストは、MATCH anyEPC条件
で照会対象の EPCを指定して EPCIS query control interfaceの pollメソッ
ド呼び出す事によって行う。これに対するレスポンスは、照会対象のEPC

に関する問い合わせ時点での包含関係・数量の情報を表現している複数の
イベントの組み合わせを通常の pollメソッドのレスポンスと同じ形式に
て返却する事によって行う。返却されるイベントは、EPCIS repositoryに
記録されているイベントそのものではなく、AggregationTrackerが独自に
保持・返却するものである。
具体的なEPCIS query control interfaceのバインディングとしては、SOAP/HTTP

によるものを用いる。AggregationTrackerを利用するアプリケーションに
おいては、EPCIS query control interfaceの SOAP/HTTPバインディングの
WSDLから SOAPクライアントプログラムを生成する事が出来る。
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4.2.1 リクエスト形式

EPCISの query control interfaceで定義されているメソッドのうち、poll

メソッドを呼び出す。この際、pollメソッドの引数二つには以下を指定
する。

• queryName (String): “AggregationTrackQuery”を指定する。通常の
EPCISへのイベント問い合わせの際には SimpleEventQueryを指定
する箇所だが、これと機能を区別するために別の値を採用する。Ag-

gregationTrackQuery以外が指定された場合はエラーとなる。

• params (QueryParams): “MATCH anyEPC”条件のみを指定する。
MATCH anyEPCの指定が無い場合、またはそれ以外の条件指定が
ある場合はエラーとなる。MATCH anyEPC条件に対応する値には
照会対象の EPCを指定する。通常の SimpleEventQueryにおいては
MATCH anyEPCに対して複数の EPCを指定する事が出来るが、今
回の AggregationTrackQueryでは複数の EPCを指定するとエラーと
なる。

以上の条件のもと、AggregationTrackerを利用するアプリケーション
から AggregationTrackerに実際に HTTP POSTを介して送出される XML

（HTTP request body）は以下のようになる。この例ではurn:epc:id:sscc:
458247648.00000001に関する照会を実施している。

リスト 30: AggregationTrackerに対するリクエストで HTTP POSTされる
XML 例

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:Poll xmlns:ns2="http://www.unece.org/cefact/namespaces/

StandardBusinessDocumentHeader" xmlns:ns3="urn:epcglobal:epcis -

query:xsd:1" xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns5="

urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1">

<queryName>AggregationTrackQuery</queryName>

<params>

<param>

<name>MATCH_anyEPC</name>

<value xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema -instance"

xsi:type="ns3:ArrayOfString">

<string>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</string>

</value>

</param>

</params>

</ns3:Poll>

</soap:Body>

</soap:Envelope>
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4.2.2 レスポンス形式

AggregationTrackerのレスポンスは、通常の pollメソッドのレスポンス
と同じ形式にて複数のイベントを返却する事により行う。返却されるイ
ベントリストは、包含関係を表現するためのAggregationEventと、個々の
EPCについて対応する個数を表現するためのQuantityEventから構成され
る。先述の通り、これらのイベントは EPCIS repositoryに記録されている
イベントそのものではなく、照会リクエスト時点での EPCの状態を表す
ように AggregationTrackerによって構成されるものである。
以下の副節にて具体的に以下のパターンにおけるレスポンスの内容を説

明する。

• パターン A: 照会対象 EPCが他の EPCを包含していない（個品で
ある）

• パターン B:照会対象 EPCが他の EPCを包含しており、包含されて
いる EPCはいずれも他の EPCを包含していない（箱の中に個品が
入っている）

• パターンC:照会対象EPCが他の EPCを包含しており、包含されて
いる EPCのうちに他の EPCを包含しているものがある（箱の中に
箱が入っている）

• パターンD:照会対象EPCに関する記録が無い（照会対象のEPCは
使われていない）

下記説明では、図 6に示す EPCの包含関係を例として用いる。この例
では、urn:epc:id:sscc:458247648.00000001の箱に個品urn:epc:id:
sgtin:458247648.0999.1とurn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2、及
び箱 urn:epc:id:sscc:458247648.00000002が含まれている。箱 urn:
epc:id:sscc:458247648.00000002には個品urn:epc:id:sgtin:458247648.
0999.3 と urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4 が含まれている。ま
た、これらとは別に個品 urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5が単独
で存在している。

4.2.2.1 パターン Aにおけるレスポンスに含まれるイベント

照会対象のEPCが他のEPCを包含していない（個品である）場合は、当
該EPCを epcClassフィールドに、対応する現在の数量を quantityフィール
ドに持つQuantityEvent一つが返却される。上記例において urn:epc:id:
sgtin:458247648.0999.5を例に検索した際のレスポンスをリスト 31に
示す。この例では、urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5に対応するモ
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urn:epc:id:sscc:458247648.00000001

urn:epc:id:sscc:458247648.00000002

urn:epc:id:sgtin:
458247648.0999.1

urn:epc:id:sgtin:
458247648.0999.2

urn:epc:id:sgtin:
458247648.0999.3

urn:epc:id:sgtin:
458247648.0999.4

urn:epc:id:sgtin:
458247648.0999.5

図 6: AggregationTrackerレスポンス例で用いる EPCの構成

ノの個数は1であることが示されている。尚、他のEPCの子要素になってい
る個品 EPC（上記例における urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1～
4）に関する問い合わせに対しても、この例と同様に対応するQuantityEvent

一つが返却される。

リスト 31: AggregationTrackerのレスポンス例（個品）

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:QueryResults xmlns:ns5="urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1"

xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns3="

urn:epcglobal:epcis -query:xsd:1" xmlns:ns2="http://www.unece.

org/cefact/namespaces/StandardBusinessDocumentHeader">

<queryName>AggregationTrackQuery</queryName>

<resultsBody>

<EventList>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T21:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T21:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:storing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA3</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</resultsBody>

</ns3:QueryResults>

</soap:Body>

</soap:Envelope>
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4.2.2.2 パターン Bにおけるレスポンスに含まれるイベント

照会対象のEPCが他のEPCを包含している（箱であり、中にEPCを付さ
れたモノが入っている）場合は、当該EPCを parentIDフィールドに、子要
素（中身のモノ）のEPCを childEPCsフィールドに持つAggregationEvent

が返却されるイベントリストに含まれる。加えて、このAggregationEvent

に含まれる個々の EPCについてそれぞれ、当該 EPCを epcClassフィー
ルドに、対応する現在の数量を quantityフィールドに持つ QuantityEvent

が一つずつ返却されるイベントリストに含まれる。上記例において urn:
epc:id:sscc:458247648.00000002を例に検索した際のレスポンスをリ
スト 32に示す。

リスト 32: AggregationTrackerのレスポンス例（梱包・内箱なし）
<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:QueryResults xmlns:ns5="urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1"

xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns3="

urn:epcglobal:epcis -query:xsd:1" xmlns:ns2="http://www.unece.

org/cefact/namespaces/StandardBusinessDocumentHeader">

<queryName>AggregationTrackQuery</queryName>

<resultsBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2013-01-16T22:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T22:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.00000002</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T23:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T23:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.00000002</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:picking</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T22:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T22:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epcClass>
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<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:picking</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T22:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T22:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epcClass>

<quantity>2</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:picking</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</resultsBody>

</ns3:QueryResults>

</soap:Body>

</soap:Envelope>

4.2.2.3 パターン Cにおけるレスポンスに含まれるイベント

パターンBに加え、あるEPCに包含されているEPCがさらに別のEPC

を包含している（内箱が含まれている）場合は、該当するEPCについてそ
れぞれパターンBと同様のAggregationEventが一つずつ返却されるイベン
トリストに含まれる。QuantityEventは、照会対象のEPCを根とする包含関
係に関与する全てのEPCについてそれぞれ一つずつが含まれる（重複は含
まない）。上記例において urn:epc:id:sscc:458247648.00000001を例
に検索した際のレスポンスをリスト33に示す。この例では、urn:epc:id:
sscc:458247648.00000001に包含されているurn:epc:id:sscc:458247648.
00000002が、さらに別のEPC（urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3
と urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4）を包含しているため、この
包含関係を表すために二つ目の AggregationEventが追加されている。

リスト 33: AggregationTrackerのレスポンス例（梱包・内箱あり）

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:QueryResults xmlns:ns5="urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1"

xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns3="

urn:epcglobal:epcis -query:xsd:1" xmlns:ns2="http://www.unece.

org/cefact/namespaces/StandardBusinessDocumentHeader">

<queryName>AggregationTrackQuery</queryName>

<resultsBody>

<EventList>

<AggregationEvent>

<eventTime>2013-01-16T23:00:00.000</eventTime>
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<recordTime>2013-01-16T23:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sscc:458247648.00000002</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</AggregationEvent>

<AggregationEvent>

<eventTime>2013-01-16T22:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T22:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<parentID>urn:epc:id:sscc:458247648.00000002</parentID>

<childEPCs>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epc>

</childEPCs>

<action>ADD</action>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</AggregationEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T23:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T23:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.00000001</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T23:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T23:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epcClass>

<quantity>3</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T23:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T23:00:00.000</recordTime>
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<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:packing</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T23:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T23:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sscc:458247648.00000002</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:picking</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA1</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T22:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T22:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epcClass>

<quantity>1</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:picking</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

<QuantityEvent>

<eventTime>2013-01-16T22:00:00.000</eventTime>

<recordTime>2013-01-16T22:00:00.000</recordTime>

<eventTimeZoneOffset>+09:00</eventTimeZoneOffset>

<epcClass>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epcClass>

<quantity>2</quantity>

<bizStep>urn:epcglobal:cbv:bizstep:picking</bizStep>

<disposition>urn:epcglobal:cbv:disp:in_progress</

disposition>

<bizLocation>

<id>urn:epc:id:sgln:458247648.101.TANA2</id>

</bizLocation>

</QuantityEvent>

</EventList>

</resultsBody>

</ns3:QueryResults>

</soap:Body>

</soap:Envelope>

4.2.2.4 パターン Dにおけるレスポンスに含まれるイベント

照会対象のEPCがAggregationTrackerに記録されていない（使われてい
ない・EPCIS repositoryにイベントの登録が無い）場合は、イベントリスト
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は一つのイベントも含まない空要素となる。上記例において urn:epc:id:
sgtin:458247648.0999.6を例に検索した際のレスポンスをリスト 34に
示す。

リスト 34: AggregationTrackerのレスポンス例（該当 EPCなし）

<soap:Envelope xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

<soap:Body>

<ns3:QueryResults xmlns:ns5="urn:epcglobal:epcis -masterdata:xsd:1"

xmlns:ns4="urn:epcglobal:epcis:xsd:1" xmlns:ns3="

urn:epcglobal:epcis -query:xsd:1" xmlns:ns2="http://www.unece.

org/cefact/namespaces/StandardBusinessDocumentHeader">

<queryName>AggregationTrackQuery</queryName>

<resultsBody>

<EventList/>

</resultsBody>

</ns3:QueryResults>

</soap:Body>

</soap:Envelope>
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5 マスターデータベース

5.1 共通 Interface

本インターフェイスは HTTPを利用し、情報にアクセスする。HTTP

Message Headerには、表 11に示すパラメータを設定し、HTTP Message

BodyにRequest XMLを入れて情報を送信する。その応答とし、表 12に示
すパラメータを指定したHeaderとHTTP Message BodyにResponse XML

が受け取れる。
本章で利用する XML の要素の種類は、表 13で示す。

表 11: HTTP Request Headerのパラメータ
項目 内容

Method POST

Content-Type application/xml; charset:utf-8

Content-Length Request XMLのサイズ (byte)

表 12: HTTP Response Headerのパラメータ
項目 内容

Status Code RFC2616準拠

Content-Type application/xml; charset:utf-8

Content-Length Response XMLのサイズ (byte)

表 13:本章で扱う XML 内の要素の属性
ID 属性 内容

1 9 数値 (半角)

2 X 英数字 (半角)

3 N 全角文字

マスターデータベースシステムとして、下記 interfaceを提供する。SGLN

の登録は、本システムでは規定しない。

• SGLNの検索

• SGTINの割り当て

• SGTINと分類コードの紐付け

• SGTINの検索
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• 分類コードの検索

• JICFS検索

5.2 番号付与・払い出しポリシー

ふくろい eねっとでは、番号の払い出しに関して以下のポリシーを定め
ている

niemや IMI における項目名は、本来XML の elementとして用いられて
いる。xsdとして表現すると以下のようである。

<xsd:complexType name="dm:その他の機器_エアコン" type="ic:数量
型">
<xsd:sequence>

<xsd:element name="ic:有体物_製造日" type="niem-xsd:gYear" minOccurs="0">
<xsd:element name="ic:有体物_重量" type="ic:WeightMeasureType" minOccurs="0">

</xsd:sequence>

<xsd:complexType>

ところがこのように分類名を要素にしてしまうことにも問題はある。災
害用備蓄品の分類は、必ずしも一つのnamespaceだけで完結できない。H24

年度には jicfs、H25年度は IMI 防災ドメインを主たる分類コードとして
用いているが、場合によっては他の商品分類が望ましい場合もある。たと
えば袋井市の防災備品を標準的な商品コード等に分類した例を図 7に示
す。図中示されているように IMI 防災ドメインは多くの物品を網羅してい
るが、よりぴったりの語彙が他の商品分類にも存在する場合がある｛キャ
ンバスベッドなど）。さらに、外国と支援物資のやりとりを行うことを考
えると、一つの和名表記の分類コードだけを用いることは必ずしも得策で
はない。そこで若干本来の使い方とは異なるが、本研究では imi, unspsc,

jicfsの商品分類をタグ要素ではなく、データとして記載することにする。
こうすることで業界毎、国毎で定めている既存分類コードを組み合わせて
使い、必要なモノを正確に安全に伝達できる。この際分類コードを表すタ
グとしては本来、抽象型として定義されている<nc:ItemCategory>を用
いることにする。データのバリデーションが必要な場合には、すべての要
素を xsdに記載すればよい。ただ、unspscは 6万エントリもあるため xsd

として記載すると実際のデータよりも xsdが複雑になる可能性もある。

5.3 SGLNの検索

SGLNを検索するインターフェイスは下記の通りである。
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dm: _

dm: _ , unspsc:26111600

dm: _ , unspsc:26111600

unspsc:56101515, jicfs:421100

dm: _ , unspsc:42171611

dm: _ , unspsc:49121504

jicfs:240811

dm: _

dm: _ , unspsc:60124303, jicfs:240701

unspsc:30241700, unspsc:95131700

unspsc:30241700, unspsc:95131700

dm: _

dm: _

dm: _ , unspsc:39111603, jicfs:450417

dm: _ , unspsc:39111603, jicfs:450417

unspsc:26121636

 dm: _ , jicfs:461715, jicfs:461797

jicfs:450417

dm: _ , unspsc:31151500, jicfs:530707

dm: _ , jicfs:240801

 dm: _

dm: _ , jicfs:240211

unspsc:24112401

unspsc:48101812

dm: _ , unspsc:26111705, jicfs:311801, jicfs:450411, jicfs:466105

dm: _ , unspsc:26111705, jicfs:311801, jicfs:450411, jicfs:466105

 [ ] unspsc:26111717

[ ] unspsc:56101703, jicfs:311501, jicfs:420600

[ ] unspsc:56101504, jicfs:311503

図 7:袋井市の防災備蓄品の分類例
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5.3.1 URL

5.3.2 リクエスト形式

下記の形式のXML を投げる事でSGLNからマスターデータに登録され
ている情報の検索を行う。この XML に含まれる要素は、表 14に示す。

リスト 35: SGLN検索リクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.001.0</epc>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.502.0</epc>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.003.0</epc>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.00.0</epc>

</epcList>

</request>

5.3.3 レスポンス形式

5.3.2章で示した XML を上記 URLに投げると下記形式の XML が応答
として返ってくる。この XML に含まれる要素は、表 14に示す。

リスト 36: SGLN検索レスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.001.0</epc>

<status>OK</status>

<name>袋井市市役所</name>
<update>2013-01-18T08:00:33+09:00</update>

<coordinate>

<lat>34.7502</lat>

<lng>137.925</lng>

</coordinate>

<address>静岡県袋井市新屋一丁目１－１</address>
<owner>袋井市</owner>
<user>袋井市</user>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.502.0</epc>

<status>OK</status>

<name>やまも製茶</name>
<update>2013-02-24T15:53:13+09:00</update>

<coordinate>

<lat>34.7271</lat>

<lng>137.961</lng>

</coordinate>

<address>静岡県袋井市富沢３３６</address>
<owner>袋井市</owner>
<user>やまも製茶</user>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.003.0</epc>
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<status>NotFound</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgln:458247648.00.0</epc>

<status>BadEPC</status>

</result>

</response>

表 14:本章で利用される XML の要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 意味

1 epc X 可変 - EPC(sgln)

2 status X 可変 - ステータス (表 15参照)

3 name N 可変 - 地名

4 update X 可変 - 更新日時

5 lat 9 可変 - 地点 (緯度)

6 lng 9 可変 - 地点 (経度)

7 address N 可変 - 住所

8 owner 9 可変 - sglnの所有者 (company prefixの owner)

9 user 9 可変 - sglnの利用者

表 15: Response XMLで利用するステータス一覧
ID 表記 意味

1 OK 正常

2 NotFound マスターデータに検索した sglnが未登録

3 BadEPC EPCの記法にエラー

5.4 SGTINの割り当て

SGTINは固有の IDであるために、重複なく発行ポリシーに従って割り
当てる必要がある。本プロジェクトでは、事前に定めた sgtinを遠隔で割
り当てる。今回は、被災時に用いる為の割り当てを事前に指定する。

5.4.1 URL

5.4.2 リクエスト形式

下記の形式の XML を投げる事で指定した個数の sgtinの割り当てを行
う。この XML に含まれる要素は、表 16に示す。
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リスト 37: sgtin割り当てリクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<quantity>5</quantity>

</request>

5.4.3 レスポンス形式

5.4.2章で示した XML を上記 URLに投げると下記形式の XML が応答
として返ってくる。この XML に含まれる要素は、表 16に示す。

リスト 38: sgtin割り当てレスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>

<status>OK</status>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5</epc>

</epcList>

</response>

表 16:本章で利用される XML の要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 意味

1 quantity 9 可変 - sgtin割り当て依頼個数

2 epc X 可変 - EPC(sgtin)

3 status X 可変 - ステータス (表 17参照)

表 17: Response XMLで利用するステータス一覧
ID 表記 意味

1 OK 正常

2 CannotAllocate 割り当て範囲を超える。

3 NoQuantity quantity tagが無い

4 NotOnlyNumber quantity tag内に数字以外が含まれている

5.5 SGTINと skuと分類コードの紐づけ

本システムでは、マスターデータとして、sgtinと skuと 1つ以上の分
類コードの紐づけを行っている。紐づけ情報を登録する為のインターフェ
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イスは下記の通りである。本章では、Item Referenceがそれぞれ、“0001”

の sgtinを平時、“0999”の sgtinを災害時用および防災備蓄品用とする。

5.5.1 URL

5.5.2 リクエスト形式

下記の形式の XML を投げる事で sgtin, skuと分類コードの紐付けを行
う。この XML に含まれる要素は、表 18に示す。

リスト 39: sgtinと分類コードの紐漬けリクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request xmlns:dm="http://datameti.go.jp/data/dataset/report -002-2012"

xmlns:jicfs="http://www.dsri.jp/company/jicfsifdb/top.htm"

xmlns:nc="http://niem.gov/niem/structures/2.0" xmlns:i="http://niem.gov

/niem/appinfo/2.0"

xmlns:unspsc="https://www.unspsc.org/codeset -downloads" xml:lang="ja">
<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<sku> d m :生活文化用品 _ポリバケツ </sku> <!--
i m i防災ドメインコードを優先して用いる minOccurs=1 -->

<sku_name>バケツ</sku_name> <!--任意に指定してよい minOccurs=1 -->

<nc:ItemBarCodeIdentification>4571227071234</

nc:ItemBarCodeIdentification>

<!-- s k uとして用いた分類も登録する -->
<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _ポリバケツ </nc:ItemCategory>
<nc:ItemCategory>unspsc:24112204</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategory>jicfs:240211</nc:ItemCategory>

<nc:MeasureUnitText>リットル</nc:MeasureUnitText>
<nc:MeasureValue>15</nc:MeasureValue>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<!--一般物品へのnamespace適用は今後検討 -->
<sku>90100001</sku>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.</epc>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.2</epc>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epc>

<!-- このエントリには sku_nameがない -->
<sku> d m :生活文化用品 _テント </sku>
<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _テント </nc:ItemCategory>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epc>

<sku> d m :生活文化用品 _テント </sku>
<sku_name>テント</sku_name>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.100000</epc>

<sku_name>テント</sku_name>
<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _テント </nc:ItemCategory>
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</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epc>

<sku_name>ろうそく</sku_name>
<!--

i m i防災ドメインコードに適切なモノがない場合には他のカテゴリ名を付与する
-->

<nc:ItemCategory>unspsc:39112604</nc:ItemCategory>

<nc:MeasureUnitText>本</nc:MeasureUnitText>
<nc:MeasureValue>100</nc:MeasureValue>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.3</epc>

<sku>90100002</sku>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5</epc>

<sku> d m :生活文化用品 _ポリバケツ </sku>
<sku_name>バケツ</sku_name>
<nc:ItemCategory>wrongns:110101</nc:ItemCategory>

</entry>

<entry>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.6</epc>

<sku> d m :生活文化用品 _ポリバケツ </sku>
<sku_name>バケツ</sku_name>
<nc:ItemCategory>jicfs:110102</nc:ItemCategory>

</entry>

</request>

5.5.3 レスポンス形式

5.5.2章で示した XML を上記 URLに投げると下記形式の XML が応答
として返ってくる。この XML に含まれる要素は、表 18に示す。

リスト 40: sgtinと分類コードの紐漬けレスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/structures/2.0">

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<status>OK</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<status>OK</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.</epc>

<status>BadEPC</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.2</epc>

<status>NoSKU</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epc>

<status>NoSKUName</status>

</result>
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<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.3</epc>

<status>NoItemCategory</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.100000</epc>

<status>NotFound</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.4</epc>

<status>Registered</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.3</epc>

<status>BadSet</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.5</epc>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>wrongns:110101</nc:ItemCategory>

<status>BadNamespace</status>

</nc:TangibleItemType>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.6</epc>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>jicfs:110102</nc:ItemCategory>

<status>BadCategory</status>

</nc:TangibleItemType>

</result>

</response>

5.6 SGTINと skuと分類コードの紐づけ解除

sgtinと skuと 1つ以上の分類コードの紐づけ情報を解除するためのイ
ンターフェイスは下記の通りである。

5.6.1 URL

5.6.2 リクエスト形式

下記の形式の XML を投げる事で sgtin, skuと分類コードの紐付け解除
を行う。

リスト 41: sgtinと分類コードの紐漬けリクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.9</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999</epc>

</epcList>

</request>
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表 18: sgtin紐付け requestで利用される XML の要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 必須 or任意 意味

1 epc X 可変 - 必須 EPC(sgtin)

2 sku N 可変 - 必須 分類コード
(IMI 防災ド
メインを優
先して利用)

3 sku name N 可変 - 災害時に必須 任意の文字

4 nc:ItemCategory N 可変 - minOccurs=1 分類コード
(IMI 防災ド
メイン, un-

spsc, jicfs分
類コード)

5 nc:ItemBarCodeIdentification 9 可変 - 任意 バーコード

6 nc:MeasureUnitText N 可変 - 任意 単位

7 nc:MeasureValue 9 可変 - 任意 数字

8 status X 可変 - - ステータス
(表 19参照)

表 19: Response XMLで利用するステータス一覧
ID 表記 意味

0 OK 正常

1 BadEPC EPCの記法にエラー

2 NoSKU epcがあるが、skuのタグが無い。

3 NoSKUName 災害時において、epcがあるが、sku nameのタグが無い。

4 NoItemCategory 災害時において、epcがあるが、nc:ItemCategoryのタグが無い。

5 BadSKU skuのタグに正しい SKUが使われていない。

6 NotFound sgtinが登録されていません。

7 Registered 既に登録されています。

8 BadSet 平時において、sgtinが間違った SKUと組み合わせになっている。

9 BadNamespace カテゴリーで、未登録の name spaceの利用

10 BadCategory 未登録のカテゴリーコードの利用
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5.6.3 レスポンス形式

5.6.2章で示した XML を上記 URLに投げると下記形式の XML が応答
として返ってくる。

リスト 42: sgtinと分類コードの紐づけ解除 xml

response XML 例(エラー成功時)
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/niem-core/2.0">

<result>

<status>OK</status>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

</epcList>

</result>

</response>

response XML 例(エラー発生時)
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/niem-core/2.0">

<result>

<status>Error</status>

<message>DELETE command denied to user ’ict_cgi’@’localhost’ for

table

’sgtin’</message>

</result>

</response>

5.7 SGTINの検索

このインターフェイスでは、SGTINからマスターデータに登録されて
いる分類コードを検索するためのインターフェイスを定義する。平時で
は、Item Referenceまでを参照して検索を行う。備蓄品や支援物資の item

referenceは 999で統一されているので、その場合にはシリアル番号まで
を参照し、紐付け情報を検索する。

5.7.1 URL

5.7.2 リクエスト形式

下記の形式の XML を投げる事で sgtinに紐づいた分類コードの検索を
行う。この XML に含まれる要素は、表 20に示す。

リスト 43: sgtin検索リクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<epcList>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>
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<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999</epc>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.100000</epc>

</epcList>

</request>

5.7.3 レスポンス形式

5.7.2章で示した XML を上記 URLに投げると下記形式の XML が応答
として返ってくる。この XML に含まれる要素は、表 20に示す。

リスト 44: sgtin検索レスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/structures/2.0">

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.1</epc>

<status>OK</status>

<sku> d m :生活文化用品 _ポリバケツ </sku>
<sku_name>バケツ</sku_name>
<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _ポリバケツ </nc:ItemCategory>
<nc:ItemCategoryText>ポリバケツ</nc:ItemCategoryText>

</nc:TangibleItemType>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>unspsc:24112204</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryText>金属製円筒型容器（バケツ）</nc:ItemCategoryText>
</nc:TangibleItemType>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>jicfs:240211</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryText>バケツ・ペール</nc:ItemCategoryText>
</nc:TangibleItemType>

<nc:MeasureUnitText>個</nc:MeasureUnitText>
<nc:MeasureValue>1</nc:MeasureValue>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.2</epc>

<status>OK</status>

<sku> d m :生活文化用品 _高齢者用紙おむつ </sku>
<sku_name>高齢者用紙おむつ</sku_name>
<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _高齢者用紙おむつ </
nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryText>高齢者用紙おむつ</nc:ItemCategoryText>
</nc:TangibleItemType>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>unspsc:53102306</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryText>大人用おむつ</nc:ItemCategoryText>
</nc:TangibleItemType>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>jicfs:212401</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryText>大人用オムツ</nc:ItemCategoryText>
</nc:TangibleItemType>

<nc:MeasureUnitText>枚</nc:MeasureUnitText>
<nc:MeasureValue>18</nc:MeasureValue>

<nc:ItemBarCodeIdentification>4901750802769</

nc:ItemBarCodeIdentification>

</result>

<result>
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<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0001.1</epc>

<status>OK</status>

<sku>90100001</sku>

<sku_name>特選　深蒸し茶</sku_name>
</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.</epc>

<status>BadEPC</status>

</result>

<result>

<epc>urn:epc:id:sgtin:458247648.0999.100000</epc>

<status>NotFound</status>

</result>

</response>

表 20:本章で利用される XML の要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 意味

1 epc X 可変 - EPC(sgtin)

2 status X 可変 - ステータス (表 21参照)

3 sku 9 可変 8 分類コード

4 sku name N 可変 - 商品名 (分類コード名)

5 nc:ItemCategory N 可変 - 分類コード

6 nc:ItemCategoryText N 可変 - 分類コード名

7 nc:MeasureUnitText N 可変 - 単位

8 nc:MeasureValue 9 可変 - 量

9 nc:ItemBarCodeIdentification N 可変 - バーコード番号

表 21: Response XMLで利用するステータス一覧
ID 表記 意味

0 OK 正常

1 BadEPC EPCの記法にエラー

2 NotFound sgtinが登録されていません。

5.8 SKUを用いたカテゴリの検索

SKUからカテゴリを検索するインターフェイスは下記の通りである。
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5.8.1 URL

5.8.2 リクエスト形式

下記の形式の XML を投げる事で SKUからマスターデータに登録され
ているカテゴリの一覧の検索を行う。このXML に含まれる要素は、表 22

に示す。

リスト 45:カテゴリ検索リクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<sku> d m :生活文化用品 _テント </sku>
<sku>未登録SKU</sku>

</request>

5.8.3 レスポンス形式

5.8.2章で示した XML を上記 URLに投げると下記形式の XML が応答
として返ってくる。この XML に含まれる要素を、表 22に示す。

リスト 46: SGLN検索レスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/structures/2.0">

<result>

<sku> d m :生活文化用品 _テント </sku>
<status>OK</status>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>unspsc:49121503</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryName>テント</nc:ItemCategoryName>
</nc:TangibleItemType>

<nc:TangibleItemType>

<nc:ItemCategory>jicfs:568044</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryName>登山・キャンプテント・シート</nc:ItemCategoryName>
</nc:TangibleItemType>

</result>

<result>

<sku>未登録SKU</sku>
<status>NotFound</status>

</result>

</request>

表 22:本章で利用される XML の要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 意味

1 sku X 可変 - 登録済みの SKU

2 status X 可変 - ステータス (表 23参照)

3 nc:ItemCategory N 可変 - 分類コード

4 nc:ItemCategoryText N 可変 - 分類コード名



5 マスターデータベース 65

表 23: Response XMLで利用するステータス一覧
ID 表記 意味

1 OK 正常

2 NotFound skuが未登録
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5.9 キーワード/バーコードから分類コードの検索

既存防災備蓄品の分類、災害時の救援物資分類の際に,キーワードやバー
コードから関係する分類コード (imi を中心に）を検索・選択できる必要
がある。本節ではキーワード入力あるいはバーコード入力によって分類
コード候補を取得した後、クライアントアプリで適切な分類コードを選択
するインターフェイス (クライアント分類タイプ)と、既存防災備品の分
類分けのように人が作業を行うためのWebインターフェイス (サーバー分
類タイプ)の２つの仕様を定める。サーバー分類タイプでは、分類コード
検索のための機能のみならず、ユーザが分類を始めるにあたって入力した
キーワードと最終的に選択した分類コードの関係を継続的に記録する (図
8, 9)。このデータを蓄積することにより、キーワードと選択した分類コー
ドの関係の強さに関するデータを蓄積でき、多く要望・共有されているの
に語彙が不足している物資の特定や、キーワードから推定した物資名のレ
コメント等の機能の実現を目指す。

IMI unspsc

jicfs

excel

imi :codekeyword

apache

図 8:サーバー分類タイプのデータフロー

サーバー分類タイプも、クライアント分類タイプも、キーワード（１つ
以上）あるいはバーコード (1件）を投入することで分類コード候補を imi

防災ドメイン, unspsc, jicfsから検索し表示する。キーワードを複数入力す
る際には、OR検索を行う。またキーワードがひらがなを含む場合にはカ
タカナでの検索、キーワードがカタカナを含む場合にはひらがなでの検索
を自動的に行う。バーコードは JANコードであった場合に jicfsを自動的
に検索し (H24年度 JICFSインターフェイス）分類名があった場合にはそ
の分類名から imi, unspscを検索する。
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IMI unspsc

jicfs

apache

imi :codekeyword

図 9:クライアント分類タイプのデータフロー

5.9.1 クライアント分類タイプインターフェイス

5.9.2 リクエスト形式

リスト 47の形式の XML を投げる事で sgtinに紐づいた分類コードの検
索を行う。この XML に含まれる要素は、表 24に示す。

リスト 47:カテゴリ分類コード検索リクエスト XML

バーコード指定の場合

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<keystream>4548056530806</keystream>

</request>

キーワード指定の場合
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<keystream>おむつ 大人用 </keystream>
</request>’

Ruby実装例
# encoding: utf-8

require "net/http"

require "uri"

uri = URI.parse(’http://item-info:asaba -minami-shogakko@md2013.auto-id.

wide.ad.jp/csearch.rb’)

data = ’<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?><request><keystream>
4548056530806</keystream></request>’

#data = ’<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?><request><keystream>おむ
つ 大人用 </keystream></request>’

http = Net::HTTP.new(uri.host, uri.port)

req = Net::HTTP::Post.new(uri.request_uri)
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req.basic_auth ’item-info’, ’asaba-minami-shogakko’

req["Content-Type"] = "application/xml"

req["Content-length"] = data.length.to_s

req.body = data

res = http.request(req)

print res.body

表 24:分類コード検索 XML の要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 意味

1 keystream N 可変 - １つ以上のキー
ワード（空白区
切り）あるいは
バーコード (JAN).

キーワードは OR

検索。バーコード
とキーワードの同
時検索は不可

5.9.3 レスポンス形式

5.9.2章で示した XML に対して表 25に示すレスポンスコードおよび、
リスト 48に示す形式のXML が応答として返ってくる。このXML に含ま
れる要素は、表 26に示す。

リスト 48:分類コード検索レスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/structures/2.0">

<nc:ItemCategory>jicfs:466330</nc:ItemCategory>

<nc:ItemCategoryText>プリンターリボン</nc:ItemCategoryText>
</response>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response xmlns:nc="http://niem.gov/niem/structures/2.0">

<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _高齢者用紙おむつ </nc:ItemCategory><
nc:ItemCategoryText>高齢者用紙おむつ
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _幼児用紙おむつ </nc:ItemCategory><
nc:ItemCategoryText>幼児用紙おむつ
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory> d m :生活文化用品 _おむつ </nc:ItemCategory><
nc:ItemCategoryText>おむつ
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>unspsc:42182801</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>

おむつ用重量計
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>unspsc:53102305</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>

小児用おむつ
</nc:ItemCategoryText>
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<nc:ItemCategory>unspsc:53102306</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>

大人用おむつ
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>unspsc:53102308</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>

おむつライナー
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>unspsc:56101812</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>

おむつ替え用テーブルまたは付属品
</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>jicfs:212401</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>大人
用オムツ</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>jicfs:212403</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>大人
用衛生用品</nc:ItemCategoryText>

<nc:ItemCategory>jicfs:212501</nc:ItemCategory><nc:ItemCategoryText>ベ
ビー用オムツ</nc:ItemCategoryText>

</response>

表 25:分類コード検索に関するレスポンスコード一覧
code 意味

200 OK 正常

206 Partial Content 指定したキーワード/バーコードに対応する分類コードがない

表 26: Response XMLの要素一覧
タグ名 　説明

nc:ItemCategory 分類コード (namespace:分類番号)の形式

nc:ItemCategoryText 分類名

5.9.4 サーバー分類タイプインターフェイス

既存備蓄品の仕分けなどに用いるサーバー分類タイプのWebインター
フィエスを説明する。アクセス URLは以下である。
認証後に図 10の画面となる。この画面の検索ボタンの上に、キーワー

ド（１つ以上）かバーコードを手入力あるいはバーコードスキャナーから
投入する。
キーワードあるいはバーコードを入力すると、候補となる分類コード一

覧がリストで表示される（図 11)。この画面でリストの中で適切と考えら
れる項目のチェックボックスをクリックすると候補を絞り込める。絞り込
みが終了したら下の選択ボタンを押す。
選択完了後に登録画面に移行する (図 12). この画面で最終確認をした

後、Registerボタンを押下する。また、エクセルなどでの分類のために、
投入したキーワードと選択した分類コードがそれぞれ [] と、カンマで区
切られて表示されている。これをカットアンドペーストする。
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キーワードあるいはバーコードを入力
onLoad で自動フォーカスになっている

図 10:サーバー分類タイプ初期画面
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選択する分類コードにチェックを入れる｛1つ以上の任意数 )

図 11:候補となる分類コードが表示される
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エクセルなどにペーストするための分類コード一覧

キーワード・分類コード関連データベースに登録

図 12:キーワードと分類コードの関係付け登録画面
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5.10 JICFS

5.10.1 共通 Interface

本インターフェイスは HTTPを利用し、情報にアクセスする。HTTP

Message Headerには、表 27に示すパラメータを設定し、HTTP Message

BodyにRequest XMLを入れて情報を送信する。その応答とし、表 28に示
すパラメータを指定したHeaderとHTTP Message BodyにResponse XML

が受け取れる。
本章で利用する XML の要素の種類は、表 29で示す。

表 27: HTTP Request Headerのパラメータ
項目 内容

Method POST

Content-Type application/xml; charset:utf-8

Content-Length Request XMLのサイズ (byte)

表 28: HTTP Response Headerのパラメータ
項目 内容

Status Code RFC2616準拠

Content-Type application/xml; charset:utf-8

Content-Length Response XMLのサイズ (byte)

表 29:本章て扱う XML 内の要素の属性
ID 属性 内容

1 9 数値 (半角)

2 X 英数字 (半角)

3 N 全角文字

5.10.2 データ検索

本プロジェクトでは、JICFSの検索用の webインターフェイスを提供
する。
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5.10.2.1 URL

5.10.2.2 リクエスト形式

下記の形式のXML を投げる事で JANコードから JICFSカテゴリーコー
ドの検索を行う。この XML に含まれる要素は、表 30に示す。

リスト 49: JICFS商品検索リクエスト XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<request>

<jan>4901085044452</jan>

<jan>1234567890</jan>

<jan>hogehoge</jan>

</request>

5.10.2.3 レスポンス形式

5.10.2.2章で示した XML を上記URLに投げると下記形式の XML が応
答として返ってくる。この XML に含まれる要素は、表 30に示す。

リスト 50: JICFS商品検索レスポンス XML

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>

<result>

<jan>4901085044452</jan>

<status>OK</status>

<cid>140313</cid>

<cid_name>日本茶・麦茶ドリンク</cid_name>
</result>

<result>

<jan>1234567890</jan>

<status>NotFound</status>

</result>

<result>

<jan>hogehoge</jan>

<status>BadJAN</status>

</result>

</response>

表 30: XMLで利用される要素
ID 要素名 属性 可変 or固定 桁数 意味

1 jan 9 可変 13 JANコード

2 cid 9 固定 6 jicfs分類コード

3 cid name N 可変 20 jicfs分類名全角

4 status X 可変 - ステータス (表 31参照)
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表 31: Response XMLて利用するステータス一覧
ID 表記 意味

1 OK 正常

2 NotFound 検索 JANに対応する CIDが見つからない

3 BadJAN 検索 JANに不適切な文字が含まれている
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6 物資管理アプリケーション

6.1 物流ビジビリティデータを用いた物品確認システム Boxscan

Boxcanは Box+ Scanの造語であり、外箱のバーコードを読み取ること
で、その箱に含まれているモノあるいは箱の情報を表示する webサービ
スである。

Boxcanは以下のように動作する。

• Aggregation Trackerと連携し、箱の包含関係を得る

– 個品の場合は個品であるという情報を得る

– 箱の中に別の EPCがついた個品がある場合はその EPCを得る

– 梱包単位が入れ子になっている場合もその構造を木構造として
取得する

• マスターデータベースと連携し、箱に入っている全ての個品の情報
を得る

– MeasureUnitText・MeasureUnitValue（計測単位・計測量）が記
録されていた場合はそれも得る

• それらを統合し、木構造としてWebで表示する

Boxcanは２画面構成をとっている。Basic認証によるユーザ認証を終える
と、バーコードの読み取り画面（図13）が表示される。ここで、バーコード
リーダでバーコード形式のEPCを読み取る。ここでは例として”(01)04582476489993(21)110274”

を読み取ったとする。すると、ダンボールの箱に入っているものが表示
される（図 14）。検索結果画面のツリー表示では、個品の EPCは表示さ
れず、四角形のアイコンをクリックすると表示される。図は全ての個品の
EPCを表示した状態である。

Boxcanは AggregationTracker、マスターデータベースと連携して動作
する。AggregationTrackerは EPCISEventのリストを返すため、そのまま
では木構造が表現できない。そのため、まずマスターデータベースからの
SKU名、あればMeasureUnitText, MeasureUnitValueとともに、まず EPC

をキーとしたハッシュテーブルを作成する。そのハッシュテーブルを、再
帰関数で処理し、SKU名、あればMeasureUnitText, MeasureUnitValueの
値の組をノードとした木構造を作成する。ルートとなるノードは検索した
EPC（ルート EPCという）である (図 15)。その後、Webページとして表
示している。
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図 13: Boxcanの初期画面
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図 14: Boxcanで中身を木構造で出力した例
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図 15: Aggregation Trackerの出力から木構造を作る
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